






研究目的 

極小未熟児にしばしば起る骨塩含量の減少はその多くが subelinical であるが、中には X

線写真上くる病性変化を呈してきたり、またときに病的骨折あるいは慢性呼吸障害を呈す

る例もみられるのでその予防が必要と考えられる。我々はこれまでビタミン Dアナログの

一つである 1αOHD3の予防効果について検討してきたが、今回はビタミン Dの最終活性物

質と考えられている1,25(OH)2 D3(カルシトリオール)を早期新生児期から投与し、未熟児

くる病に対する予防効果を栄養決別に検討した。 


